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平成１７年１月２１日

特定非営利活動法人 九州・アジア経営塾

（The Kyushu-Asia Institute of Leadership）

理事長兼塾長 四島 司



四 島 司 （ししま つかさ）

生年月日 大正14年1月1日
学 歴
昭和24年3月 慶応義塾大学経済学部 卒業
職 歴
昭和26年1月 株式会社福岡相互銀行（現 西日本シティ銀行）入行
昭和31年5月 同 取締役 就任
昭和33年5月 同 常務取締役 就任
昭和42年5月 同 専務取締役 就任
昭和44年5月 同 代表取締役社長 就任
平成 1年2月 株式会社福岡シティ銀行 代表取締役頭取 就任

（株式会社福岡相互銀行より普銀転換）
平成15年6月 同 特命顧問 就任
平成16年6月 株式会社シティアスコム 取締役会長 就任
平成16年9月 株式会社福岡シティ銀行 退任
公職･団体役職 特定非営利活動法人九州･アジア経営塾 理事長兼塾長

財団法人福岡文化財団 理事長
財団法人九州･山口地域経済貢献者顕彰財団 理事長
慶応義塾 評議員
九州・シルクロード協会 会 長
福岡市美術連盟 会 長

賞 罰 昭和54年 6月 イタリア政府よりコメンダトーレ勲章
昭和60年 1月 毎日新聞社第6回経済人賞
昭和60年11月 藍綬褒章
平成 7年 4月 勲二等瑞宝章
平成15年11月 福岡市民文化活動功労賞



九州・アジア経営塾とは

“平成の松下村塾”

現実のビジネスに活かせる「知恵」と、

次世代リーダーとしての「志」の涵養

人が人を磨き、相互に学びあう場

異業種間・世代間を越えた、

人的ネットワーキングの場



九州・アジア経営塾とは

大学ビジネススクールと両輪で、

九州経済、日本経済を担うビジネスパーソンを
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九州・ｱｼﾞｱ経営塾

（碧樹館ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ）
大学ﾋﾞｼﾞﾈｽｽｸｰﾙ

（MBAコース）

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙに通用する高
度な経営ﾘﾃﾗｼｰの提供

経営哲学教育の分野を
軸に、ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ資質
を醸成



リーダーに求められる資質

現状認識・分析の下、
目指すものの絵と道筋を描く

人を、そして組織を巻き込み、
共感を得る

先見性 感性で見えないものを見る、感じる

洞察力

構想力

説得力

ものごとの本質を見抜く



「碧樹館ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ」が目指す

リーダー像

批評家や傍観者ではなく、まずは自らの座標軸として
個人のしっかりとした価値観を持ち、
第一人称で「私がやる」といえる実行者

行動の継続の中で、自らをリードしながら成長するととも
に、新しい企業組織像、経済社会像を描きうるリーダー
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I．振り返りから気付きへ Ⅱ.分析から想像、創造へ Ⅲ.行動から変革へ
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第１期『碧樹館プログラム』
全体像
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社会とのつながりの上に、

自分の明日を思い、大きな目標を立て、

志を内に高く持して進む実行者たれ

塾生へのメッセージ

“心に北極星を”



連絡先

郵便番号810－0004

福岡県福岡市中央区渡辺通2丁目1番82号 電気ビル別館7階

NPO法人 九州･アジア経営塾（KAIL)

プログラム事務局

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ･ﾃﾞｨﾚｸﾀｰ 西岡 和弘（にしおか・かずひろ）

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ･ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 中村 正昭（なかむら・まさあき）

電話： 092－726－1861

ファックス： 092－726－1869

Eメール：info@kail.jp

URL: http//www.kail.jp/

ご連絡先


